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§1. 対数関数の定義
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となる 」はいくらか 簡単には求まらない

よって この様な を「 」

「 日たつ毎に 倍に増え

と表す．　即ち

る微生物は 日後には 倍に増えた．

即ち，日後には 倍， 日後には 倍 日後には 倍になる．

では 倍に増えるまでの日数はいくらか
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日あたり

倍に増えるまでの日数

倍に増えるまでの日数は と表せる同様に，

となる はただ つ存在する．

この様な を と表し を底とする対数関数 という．

は「 を何乗すると になるか」を表す数

．

一般に， のとき，

のと

る

き

と言え ．
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倍に増える微生物が 倍になるまでの日数

例えば

特に
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注 を 真数 と呼ぶ

のとき， となる はただ つ存在する

このような を と表し， を底とする対数関数 という．

即ち，

は「 を何乗すると になるか」を表す数と言える．

例

般に

えば，
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> =特に，任意の に対し

また任意の実数 に対し 対数の定義より
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」だから「 」が成り立つ．

とは「 を何乗すると になるかを表す数」

だから，「 」となるのは当然．

の時「 」だから

例えば
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」と「

かつ

参考 数Ⅲによる説明

「 」は互いに逆関数だから

かつ

即ち
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§2.対数の性質（対数の計算法則)
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で は実数とする このとき，指数法則より次の関係が得られる
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これらの公式は， で， が具体的な数字で表せる時は 分かり易い．例えば，

だから
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が具体的な数で表せなくとも「 」と表せるから同様に証明できる

だから 　

だから
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これは次の質問を考えると明らかになります

「微生物」を使って「公式の意味」を考えます．

　　　例えば 「 」を考えます

日あたり 倍に増える微生物があり，初めに「 万匹」いた．
　
「 万匹 」に増えるのには 何日かかるか

「微生物の増える割合は一定」だから，

万匹
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「 万匹 」

「 万匹 」

一方

「 万匹

万匹 に要する日数と

万匹 に要する日数は等しい．よって

日

万匹 に要する日数は 日

万匹 に要する日

」

数は「 万匹 」 日
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倍になるのに要する日数 倍になるのに要する日数

倍になるのに要する日数

「 の は 倍 を表す」と考えると分かり易い．

だから
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また

を移項して，

公式Ⅰから 公式 は 移項するだけで得られます．例えば

公式Ⅰから 公式Ⅱ「 」も簡単に得られます が自然数の時
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そ が負の整数の時

さらに が分数の時は，両

して「 」を使う

辺を何倍

と，

かして等
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しいことを示します

だから 　　 　

← （M2倍になるまでの時間）は
（M倍になるまでの時間）の2倍
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とするとき，

特に のとき

例えば

こ

底の変換公式

は正の数で

」を使

れは底が と の つあり，微生物の例は使えない

よって「 うと，
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ともかける．同様にして，

なども成り立つ 例え
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§3.常用対数
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常用対数の ① ②

は

例

① ，

を底とする対数 を，特に 常用対数 と言う常用対数の値が分かれば

コンピューター

のない昔は常用対数を使って，大きな数の計算をやった．

「桁数の問題」として 大学入試に出題されるこ

「 」

を使って 全ての対数の値が求められ

．

る

とも多い
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§4.練習問題
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例えば の場合は 桁の整数で最高位の数は 

の桁数と最高位の数字を求めよ

 但し とする
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ここで 右のグラフより でありその小数点を右に 個

ずらした数が だから は「最高位の数が で 桁の整数」となる

これを，もう少し厳密に書くとよい
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高校生の方へのお願い

• 定理や公式の方が，問題より大切です．問題
ばっかり解かないで，定理や公式を，もっと理
解するようにしてください．

• 逆に，問題を解くことを通して，定理や公式を
理解するようにしましょう．

• 定理や公式を理解するのは，図やグラフを描
いたり，例を作ったりして「イメージ｣を持つこ
とも大切です．


